
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今昔マップ」表示地域の拡張  
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１．はじめに  

2022 年に逝去された谷 謙二・埼玉大学教授が生前開発した Web 上の地形図閲覧サービ

ス「今昔マップ」は，中等教育課程の教科書にも掲載され，教育現場で不可欠となってお

り，一般の利用も多い．しかし，表示地域は，三大都市圏や県庁所在地周辺，東北地方太

平洋沖地震の被災地域などが主であり，未だ掲載されていない地域も多い．そこで，地理

教育や社会的な需要に応えて，今後も表示地域を拡張し補完するための方法を検討・試行

するプロジェクトを開始した． 

 本プロジェクトの社会的な意義は大きいため，2024 年９月までに「今昔マップ」の補完

方法に関する試行的研究として以下のように検討を進め，2024 年９月から本格的に拡張作

業を推進した．また，法律専門家のアドバイスに従い「今昔マップ運営委員会」（委員長：

岡本）を発足させ，谷氏のご遺族との間で「著作権利用許諾契約」を交わした．  

 

・2023 年春：共同研究チームの発足 

・2023 年夏～冬：「今昔マップ」の挙動に関する技術的検討 

・2024 年 1 月：打ち合わせ 

・2024 年 2 月～：諸情報収集・整理・旧版地図購入 

・2024 年 7 月～：地図のスキャン・補正作業の試行 

・2024 年 8 月：拡張作業試行に関する口頭発表①（於：日本地図学会） 

・2024 年 9 月：打ち合わせ・拡張作業の推進 

・2025 年 3 月：拡張作業試行に関する口頭発表② 

（於：日本地理学会「GIS と社会研究グループ」） 

・2025 年 8 月：打ち合わせ 

・2025 年 9 月～：「今昔マップ運営委員会」発足・補正作業・Web 上での拡張作業の推進 

・2026 年 3 月：拡張作業に関する口頭発表（於：日本地理学会） 

  

2023 年度の技術的検討を経て，既存の「今昔マップ」の閲覧環境を保持しながら，表示

地域の拡張が可能であることがわかり，未収録地域のうち，どの地域を拡張するかの検討

を開始した．2022 年度より必修化した『地理総合』で活用価値の高い地域の拡張を検討し

ていた矢先，2024 年元日に能登半島沖地震が発生した．能登半島は「今昔マップ」の未収

録地域であることから，拡張を急いで現場での活用が期待される地域である．また，生前

谷氏は，2011 年３月の東北地方太平洋沖地震の発生後に，「東北地方太平洋岸」を５万分

の１の旧版地図の掲載を実施した．ご存命であれば，能登半島の掲載を急いだであろうと

考えられる．そのため，2024 年度・2025 年度は「能登」の拡張を実現するため，拡張作業

に取り組んだ． 

 

２．「今昔マップ」の活用状況 

 現在の「今昔マップ」では，主に都市部を中心に旧版地図が掲載されている．しかし，

『地理総合』の実施と「今昔マップ」の活用は日本全国におよぶ．そこで，北海道と九州

（代表して宮崎県）の高校教員に，今昔マップの活用状況と拡張を期待する未収録地域に

ついて，Google フォームを通じてアンケート調査を実施した（2025 年３月実施）． 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

「今昔マップ」の拡張作業に関わることは，さまざまな場面で教育効果が高いことが想

定される．例えば，アンケートに回答した教員には「今昔マップ」の現状について理解し

てもらえ，ただのユーザーからサポーターに変容することが期待できる．また，「今昔マッ

プ」の拡張作業に関わることで，教員や学生の地図に関する興味・関心を高め，理解を深

める効果が期待できる．つまり，拡張作業そのものに教育効果があると考えられる． 

 

３．表示地域拡張の技術的検討 

谷氏が公開した「今昔マップ」の整備過程を考慮して，次の手順で地図画像を作成した．

最初に，小口・他が表示地域の補完を同様の手順で実施できることを確認した．次に，谷

氏の指導のもと地図のスキャンと図郭切り抜きの作業を行なっていた斎藤の記録と証言を

もとに，谷氏が使用していた機器やソフトウェアの調査を実施した．続いて，栗山が旧版

地図を国土地理院から購入し，岡本・大西・若林・他が，未掲載地域の旧版地図のデジタ

ル化を検討した．次頁以降にこれまでに行った技術的検討をまとめた． 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



４．拡張した表示地域の公開 

本格的な拡張作業にあたって，2024 年元日に発生した能登半島地震の被災地域の拡張を

目指した．谷氏の「今昔マップ」では５～６の年代別に地図の表示が可能である．「金沢・

富山（2 万分の１／2.5 万分の 1）」では①1909～1910 年②1930 年③1968～1969 年④1981

～1985 年⑤1994～2001 年の５年代が表示される．2024 年度には拡張地域の相当する年代

の旧版地図（計 156 枚）を購入し，A1 判の大型スキャナでデジタル化した．その後，栗山

ほか（2024）の手法に基づき地図タイル化を行い，作成されたタイル画像を東京大学空間

情報科学研究センターが管理する Web サーバーへアップロードし，2026 年４月中旬以降の

一般公開に向けて準備を進めている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲現在の「今昔マップ」ホームページ（左）と「能登」拡張後のホームページ（右） 

 

▲能登半島：1998～2001 年表示（左）と地理院地図（右） 



 

▲能登半島：1998～2001 年表示（左）と地理院地図（右） 

 

５．おわりに 

2025 年 9 月 1 日には，国土地理院発行の旧版地図の画像データ（TIFF 形式）を比較的廉

価で刊行するサービスが開始された．しかし，各画像には位置座標が付与されておらず，

「今昔マップ」のようにシームレスかつ複数のプラットフォーム上で閲覧するうえで，地

図タイル化とその標準化が引き続き必要である．そのため，本プロジェクトの今後の展望

として，2025 年度に発足した「今昔マップ運営委員会」を中心に，今後のデジタル環境の

変化にも耐えられる「今昔マップ on the web」の閲覧環境を維持しながら，未掲載地域の

拡張を継続し，教育現場や社会的な需要に応えられる運用を目指していく． 

（文責：栗山絵理） 
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